
（当初）

九州農政局

令和７年度

工事資材価格随時調査業務

積 算 書

土地改良技術事務所

1003125858



事業名

局名

事業（務）所名

事業名

業務名

施工場所

業務番号

業務区分

積算区分

地域区分

地区区分

工期

積算体系年月

単価期適用年月

歩掛期適用年番号

電力会社名

九州農政局

土地改良技術事務所

土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

 7-308-0004

単年度

当初積算

熊本

玉名

 １２ヶ月 

令和７年３月

令和７年３月―Ａ

令和６年９９号―Ａ

九州電力

項  目  名 内     容

積算書鏡
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)



土木－Ａ

土木－Ｃ

土木－Ｅ

小 計

施設－Ａ

施設－Ｃ

小 計

合 計

事業名

設計業務費

・設計業務価格

・消費税相当額（１０％）

業務内容

工事資材価格随時調査

1.土木資材

2.施設資材

項  目  名 数  量

積算書鏡
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

1.000

0.000

2.000

12.000

5.000

19.000

0.000

9.000

83.000

92.000

111.000

備  考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

式

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

項目

単位規    格番号 金  額

29,535,000

26,850,000

2,685,000



事業名

業務名

業務区分

積算区分

積算体系区分

工種区分

工種体系区分

施工地域区分

電力区分

冬期補正

冬期補正（現場管理費）

豪雪補正

亜熱帯補正

被災地補正（共通仮設費）

被災地補正（現場管理費）

週休２日補正

熱中症対策補正（現場管理費）

現場環境改善費の計上

3次元出来形管理補正(現場管理費)

3次元出来形管理補正(共通仮設費)

単年度

当初積算

設計業務

実施設計以外

業務積算（設計）

補正なし 

低圧・業者持・１年未満 

なし 

 0.00％ 

なし 

なし 

 1.000

 1.000

補正なし 

 0.00％ 

しない 

補正なし 

補正なし 

項  目  名 内     容

業務別鏡
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)



11,340,000×53.850

17,453,000×53.850

設計業務価格

・業務原価

・・直接原価

・・・直接人件費

・・・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・・直接経費（電子成果品作成費）

・・その他原価

・一般管理費等

1.000

1.000

1.000

式

式

式

26,850,000

17,453,000

11,347,000

11,340,000

7,000

0

6,106,000

9,398,000

事業名

項  目  名 金  額

業務別鏡
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

備  考単位数  量



事業名

直接人件費内訳

直接人件費

・直接人件費

・・直接人件費

・・・ 設計作業（土木資材）

・・・ 設計作業（施設資材）

・・・ 打合せ（設計）

工  種  名  称 金  額

直接人件費内訳表
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

11,340,000

11,340,000

11,340,000

11,340,000

1,405,000

9,729,000

206,000

備  考

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

式

式

式

式

式

式

単位数  量



事業名

直接経費(電子成果品作成費を除く)内訳

直接経費(電子成果品作成費を除く)

・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・・ 旅費交通費（設計）

・・・ その他

工  種  名  称 金  額

直接経費(電子成果品作成費を除く)内訳表
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

7,000

7,000

7,000

7,000

2,000

5,000

備  考

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

式

式

式

式

式

単位数  量



数  量 単位 単  価

事業名

直接人件費

・直接人件費

・・直接人件費

・・・ 設計作業（土木資材）

土木－Ａ

土木－Ｃ

土木－Ｅ

・・・ 設計作業（施設資材）

施設－Ａ

施設－Ｃ

・・・ 打合せ（設計）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,着手前・最終,1.00人,1.00人,0.00人,0.00人,0.5日,0.06日

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,中間,1.00人,0.00人,1.00人,0.00人,0.5日,0.06日

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   1号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   2号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   3号

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   4号

歩Ａ・単Ａ

Ｔ単   5号

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   6号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   7号

名  称（規  格） 金  額

業務費明細書
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)

11,340,000

11,340,000

11,340,000

1,405,000

41,072

905,580

457,965

1,404,617

9,729,000

286,623

9,442,080

9,728,703

206,000

141,680

64,624

206,304

備  考

1,405,000

20,536

75,465

91,593

9,729,000

31,847

113,760

206,000

70,840

64,624

式

式

式

項目

項目

項目

式

項目

項目

式

回

回

1.000

1.000

1.000

2.000

12.000

5.000

1.000

9.000

83.000

1.000

2.000

1.000

合 計

合 計

合 計

T00001

T00003

T00005

T00006

T00008

S63010

S63010



数  量 単位 単  価

事業名

直接経費(電子成果品作成費を除く)

・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・直接経費(電子成果品作成費を除く)

・・・ 旅費交通費（設計）

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,着手前・最終,通勤により打合せ,,,一般交通機関,0日,,Ｌ＜100k

        m（100km未満）

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,中間,通勤により打合せ,,,一般交通機関,0日,,Ｌ＜100km（100km

未満）

・・・ その他

電子納品版業務報告書作成

        1,Ａ－４,300,3㎝,1

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   8号

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単   9号

1 式当たり

歩Ａ・単Ａ

Ｓ単  10号

名  称（規  格） 金  額

業務費明細書
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

7,000

7,000

7,000

2,000

1,304

652

1,956

5,000

4,622

4,622

備  考

2,000

652

652

5,000

4,622

式

式

式

回

回

式

式

1.000

1.000

1.000

2.000

1.000

1.000

1.000

合 計

合 計

S63011

S63011

S63023



S02115

S02115

S02115

S02115

S02115

S63010

S63010

S63011

S63011

S63023

T00001

T00003

T00005

T00006

T00008

コード 名  称（規  格） 数  量

事業名

＊＊＊ Ｓ単－ 1号 ＊＊＊

主任技師

主任技師

＊＊＊ Ｓ単－ 2号 ＊＊＊

技師（Ａ）

技師（Ａ）

＊＊＊ Ｓ単－ 3号 ＊＊＊

技師（Ｂ）

技師（Ｂ）

＊＊＊ Ｓ単－ 4号 ＊＊＊

技師（Ｃ）

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 5号 ＊＊＊

技術員

技術員

＊＊＊ Ｓ単－ 6号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,着手前・最終,1.00人,1.00人,0.00人,0.00人,0.5日,0.06日

＊＊＊ Ｓ単－ 7号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,中間,1.00人,0.00人,1.00人,0.00人,0.5日,0.06日

＊＊＊ Ｓ単－ 8号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,着手前・最終,通勤により打合せ,,,一般交通機関,0日,,Ｌ＜100km（

100km未満）

＊＊＊ Ｓ単－ 9号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,中間,通勤により打合せ,,,一般交通機関,0日,,Ｌ＜100km（100km未

満）

＊＊＊ Ｓ単－ 10号 ＊＊＊

電子納品版業務報告書作成

電子納品版業務報告書作成

1,Ａ－４,300,3㎝,1

＊＊＊ Ｔ単－ 1号 ＊＊＊

土木－Ａ

＊＊＊ Ｔ単－ 2号 ＊＊＊

土木－Ｃ

＊＊＊ Ｔ単－ 3号 ＊＊＊

土木－Ｅ

＊＊＊ Ｔ単－ 4号 ＊＊＊

施設－Ａ

＊＊＊ Ｔ単－ 5号 ＊＊＊

施設－Ｃ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

歩Ａ・単Ａ

金  額

単価一覧表
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   1)

備  考

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

70,840

64,624

652

652

4,622

20,536

75,465

91,593

31,847

113,760

人

人

人

人

人

回

回

回

回

式

項目

項目

項目

項目

項目

単位 単  価



事業名

＊＊＊ Ｓ単－ 1号 ＊＊＊

主任技師

主任技師

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

主任技師

＊＊＊ Ｓ単－ 2号 ＊＊＊

技師（Ａ）

技師（Ａ）

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

技師（Ａ）

＊＊＊ Ｓ単－ 3号 ＊＊＊

技師（Ｂ）

技師（Ｂ）

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

技師（Ｂ）

＊＊＊ Ｓ単－ 4号 ＊＊＊

技師（Ｃ）

技師（Ｃ）

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

技師（Ｃ）

＊＊＊ Ｓ単－ 5号 ＊＊＊

技術員

技術員

1)労務ｺｰﾄﾞ

2)労務単価算定区分

技術員

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 人

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   3)

66,900

66,900

66,900

59,600

59,600

59,600

48,500

48,500

48,500

40,300

40,300

40,300

36,100

36,100

備  考

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

単位 単  価

1.000

1.000

1.000

1.000

1.000

数  量

S02115

R04003

S02115

R04004

S02115

R04005

S02115

R04006

S02115

R04007

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

1.000 人

1.000 人

1.000 人

1.000 人

1.000 人

R04003

基(B)

R04004

基(B)

R04005

基(B)

R04006

基(B)

R04007

基(B)

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



事業名

＊＊＊ Ｓ単－ 6号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,着手前・最終,1.00人,1.00人,0.00人,0.00人,0.5日,0.06

日

1)設計工種

2)打合せ

3)設計用主任技師人数

4)設計用技師(Ａ)人数

5)設計用技師(Ｂ)人数

6)設計用技師(Ｃ)人数

7)打合せ日数

8)往復移動日数

主任技師

技師（Ａ）

＊＊＊ Ｓ単－ 7号 ＊＊＊

打合せ（設計業務基準日額）

打合せ（設計業務基準日額）

一般工種,中間,1.00人,0.00人,1.00人,0.00人,0.5日,0.06日

1)設計工種

2)打合せ

3)設計用主任技師人数

4)設計用技師(Ａ)人数

5)設計用技師(Ｂ)人数

6)設計用技師(Ｃ)人数

7)打合せ日数

8)往復移動日数

主任技師

技師（Ｂ）

＊＊＊ Ｓ単－ 8号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,着手前・最終,通勤により打合せ,,,一般交通機関,0日,,

Ｌ＜100km（100km未満）

1)設計工種

2)打合せ内容

3)主任技師配置人員

4)技師Ａ配置人員

5)技師Ｂ配置人員

6)技師Ｃ配置人員

7)打合せ日数

8)往復移動日数

9)宿泊区分

12)交通機関区分

13)高速道路往復料金（税別）

14)鉄道往復1人当料金（税別）

15)バス往復1人当料金（税別）

16)船舶往復1人当料金（税別）

17)航空往復1人当料金（税別）

18)ライトバン使用日数

20)往復移動距離区分

バス料金

消費税抜き

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   2/   3)

36,100

37,464

33,376

70,840

70,840

37,464

27,160

64,624

64,624

652

652

652

備  考

66,900

59,600

66,900

48,500

326

回

人

人

回

回

人

人

回

回

人

回

単位 単  価

0.560

0.560

0.560

0.560

2.000

数  量

S63010

R04003

R04004

S63010

R04003

R04005

S63011

P54307

コード

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 回

1.000 回

1.000 回

一般工種

着手前・最終

1.00人

1.00人

0.00人

0.00人

0.500日

0.060日

一般工種

中間

1.00人

0.00人

1.00人

0.00人

0.500日

0.060日

一般工種

着手前・最終

1人

1人

0人

0人

0.50日

0.06日

通勤により打合せ

一般交通機関

0円

0円

326円

0円

0円

0日

Ｌ＜100km（100km未満）

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



事業名

＊＊＊ Ｓ単－ 9号 ＊＊＊

打合せ（設計旅費・交通費)

打合せ（設計旅費・交通費)

一般工種,中間,通勤により打合せ,,,一般交通機関,0日,,Ｌ＜100km

（100km未満）

1)設計工種

2)打合せ内容

3)主任技師配置人員

4)技師Ａ配置人員

5)技師Ｂ配置人員

6)技師Ｃ配置人員

7)打合せ日数

8)往復移動日数

9)宿泊区分

12)交通機関区分

13)高速道路往復料金（税別）

14)鉄道往復1人当料金（税別）

15)バス往復1人当料金（税別）

16)船舶往復1人当料金（税別）

17)航空往復1人当料金（税別）

18)ライトバン使用日数

20)往復移動距離区分

バス料金

消費税抜き

＊＊＊ Ｓ単－ 10号 ＊＊＊

電子納品版業務報告書作成

電子納品版業務報告書作成

1,Ａ－４,300,3㎝,1

1)報告書部数(部)

2)規格区分

3)枚数区分(枚)

4)厚さ区分

5)CD-R枚数(枚)

報告書焼付代（コピ－）

Ａ－４以下 ３００枚

簡易加除式ファイル

Ａ４縦型幅3cm(チューブ・パイプファイル)

ＣＤ－Ｒ

ＣＤ－Ｒ(記録面色素フタロシアニン)７００MB

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 回

歩Ａ

当たり算出

算出数量

1.000 式

名  称 金  額

施工単価表 単価期Ａ
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   3/   3)

652

652

652

4,050

525

47

4,622

4,622

備  考

326

4,050

525

47

回

人

回

式

部

冊

枚

式

単位 単  価

2.000

1.000

1.000

1.000

数  量

S63011

P54307

S63023

P43446

P43541

P43602

コード

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 回

1.000 式

一般工種

中間

1人

0人

1人

0人

0.50日

0.06日

通勤により打合せ

一般交通機関

0円

0円

326円

0円

0円

0日

Ｌ＜100km（100km未満）

1.000

Ａ－４

300

3㎝

1.000

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

時間的制約:なし

夜間制約作業時間:0.0

豪雪補正:なし

基本給時間:8.0

深夜時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0

制約作業時間:0.0

冬期補正:なし

亜熱帯補正:なし

超勤時間:0.0



T00001

S02115

S02115

S02115

S02115

S02115

T00003

S02115

S02115

S02115

S02115

S02115

T00005

S02115

S02115

S02115

S02115

S02115

T00006

S02115

S02115

S02115

S02115

S02115

コード 名  称（規  格） 数  量

0.010

0.020

0.070

0.200

0.200

0.100

0.100

0.350

0.600

0.600

0.220

0.300

0.350

0.550

0.550

0.030

0.050

0.160

0.250

0.250

事業名

＊＊＊ Ｔ単－ 1号 ＊＊＊

土木－Ａ

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

技術員

＊＊＊ Ｔ単－ 2号 ＊＊＊

土木－Ｃ

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

技術員

＊＊＊ Ｔ単－ 3号 ＊＊＊

土木－Ｅ

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

技術員

＊＊＊ Ｔ単－ 4号 ＊＊＊

施設－Ａ

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

技術員

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   1号

Ｓ単   2号

Ｓ単   3号

Ｓ単   4号

Ｓ単   5号

算出数量

1.000 項目

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   1号

Ｓ単   2号

Ｓ単   3号

Ｓ単   4号

Ｓ単   5号

算出数量

1.000 項目

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   1号

Ｓ単   2号

Ｓ単   3号

Ｓ単   4号

Ｓ単   5号

算出数量

1.000 項目

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   1号

Ｓ単   2号

Ｓ単   3号

Ｓ単   4号

Ｓ単   5号

算出数量

1.000 項目

金  額

特別単価表 単価期Ａ
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   1/   2)

669

1,192

3,395

8,060

7,220

20,536

20,536

6,690

5,960

16,975

24,180

21,660

75,465

75,465

14,718

17,880

16,975

22,165

19,855

91,593

91,593

2,007

2,980

7,760

10,075

9,025

31,847

31,847

備  考

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

項目

人

人

人

人

人

項目

項目

人

人

人

人

人

項目

項目

人

人

人

人

人

項目

項目

人

人

人

人

人

項目

単位 単  価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

合 計

単 価

1.000 項目

1.000 項目

1.000 項目

1.000 項目



T00008

S02115

S02115

S02115

S02115

S02115

コード 名  称（規  格） 数  量

0.150

0.250

0.650

0.750

0.750

事業名

＊＊＊ Ｔ単－ 5号 ＊＊＊

施設－Ｃ

主任技師

技師（Ａ）

技師（Ｂ）

技師（Ｃ）

技術員

歩Ａ

当たり算出

Ｓ単   1号

Ｓ単   2号

Ｓ単   3号

Ｓ単   4号

Ｓ単   5号

算出数量

1.000 項目

金  額

特別単価表 単価期Ａ
土地改良技術

工事資材価格随時調査業務

九州農政局

業務名

(   2/   2)

10,035

14,900

31,525

30,225

27,075

113,760

113,760

備  考

66,900

59,600

48,500

40,300

36,100

項目

人

人

人

人

人

項目

単位 単  価

合 計

単 価

1.000 項目



 

 
 

 

 

 

令和７年度 

 

工事資材価格随時調査業務 
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九州農政局土地改良技術事務所 
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第１章 総則 

第１－１条 適用範囲 

本業務の施行にあたっては、農林水産省農村振興局制定「設計業務共通仕様書｣（以下「共通仕様書」とい

う。）によるほか、同仕様書に対する特記及び追加事項は、この特別仕様書によるものとする。 

 

第１－２条 目的 

本業務は九州農政局国営土地改良事業等の積算に用いる令和７年度の工事資材価格のうち、不定期に必要と

なった特殊資材で、その都度監督職員より指示する調査対象資材について市場での取引の実態に基づく価格を

調査することを目的とする。 

 

第１－３条 調査対象地域 

本業務において対象となる地域は九州農政局管内における国営農業農村整備事業の実施範囲で、地区及び市

町村詳細はその都度監督職員より指示するものとする。 

 

第１－４条 履行確実性評価の達成状況の確認 

本業務の受注にあたり、調査基準価格を下回る金額で受注した場合には、履行確実性評価の審査で提出した

追加資料について、業務実施状況を踏まえた実施額に修正し、これを裏付ける資料とともに、業務完了検査時

に提出するものとする。その上で、提出された資料をもとに以下の内容について履行確実性評価の達成状況を

確認し、その結果を業務成績に反映させるものとする。 

なお、業務完了検査時までに提出されない場合には以降の提出を受け付けず、業務成績評定に厳格に反映さ

せるものとする。 

① 審査項目ａ）～ｃ）において、審査時に比較して正当な理由なく必要額を下回った場合 

② 審査項目ｄ）において、審査時に比較して正当な理由なく再委託額が下回った場合 

③ その他、業務計画書等に示された、実施体制、実施手順、工程計画が正当な理由なく異なる等、業務実

施体制に関する問題が生じた場合 

④ 業務成果品のミス、不備等 

 

第１－５条 管理技術者 

管理技術者は、共通仕様書第１－６条第３項によるものとし、農業土木技術管理士以外の資格に係る該当す

る技術部門・選択科目は次のとおりである。 

資  格 技術部門 選択科目 

技術士 

総合技術監理 

農業－農業土木、農業－農業農

村工学又は建設-施工計画、施工

設備及び積算 

農業 農業土木、農業農村工学 

建設 施工計画、施工設備及び積算 

博士 農学  

シビルコンサルテ 

ングマネージャー 

農業土木又は、施工計画、施工設

備及び積算 
 

 

第１－６条 担当技術者 

担当技術者は、共通仕様書第１－８条によるものとする。 
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第１－７条 配置技術者の確認 

共通仕様書第１－１１条における業務組織計画の作成及び共通仕様書第１－１２条に基づく技術者情報の

登録にあたっては、次によるものとする。 

（１）受注者は、業務計画書の業務組織計画に配置技術者の所属・役職及び担当する分担業務を明確に記載す

るものとする。 

   なお、変更業務計画書において、業務組織計画を変更する際も同様とする。 

（２）農業農村整備事業測量調査設計業務情報サービスへの技術者情報の登録は、業務計画書の業務組織計画

において位置付けられた技術者を登録対象とする。 

 

第１－８条 保険加入 

受注者は、共通仕様書第１－３７条に示されている保険に加入している旨を業務計画書に明示しなければな

らない。 

また、監督職員からの請求があった場合は、保険加入を証明する書類を提示しなければならない。 

 

第１－９条 著作物の使用等 

１． 著作物の取り扱い 

（１）受注者は、本業務のため作成し提出する成果物に著作権法（昭和45年法律第48号）第２条１項第１

号に規定する著作物及び著作権法第12条の２に規定するデータベースの著作物（以下｢著作権等｣とい

う。)が含まれる場合には、その使用に関する一切の責任を負うものとする。 

（２）当該著作物等が受注者の著作物でない場合は、受注者がその責任において当該著作物等の著作者から

使用許諾を得てあらかじめ著作権問題等の解決を図っておくものとする。 

（３）発注者は、市販図書による調査価格については、公表しないものとする。ただし、著作者の許諾を得

た範囲内において、自由に使用、複製、展示、配布、改変、公表、頒布、譲渡、貸与等できるものとす

る。 

２． 著作権の譲渡等 

一般財団法人建設物価調査会が発行・サービスする「建設物価」、「土木コスト情報」、「Web建設物価」

及び一般財団法人経済調査会が発行・サービスする「積算資料」、「土木施工単価」、「積算資料電子版」

（以下、総称して「市販図書等」という。）による調査価格については、業務請負契約書第６条第１項、第

２項及び第４項は適用しない。 

 

 

第２章 作業条件 

第２－１条 調査対象資材 

本業務は、貸与する「九州農政局工事資材価格決定要領」に基づき、工事資材価格（消費税及び地方消費 

税を含まず）を調査する。 

なお、調査対象資材は、不定期に価格調査が必要になった、その都度指示する次にあげる特殊な土木資材及

び施設資材とする。 

【土木資材】 

１．土砂・石材 ２．コンクリート ３．道路舗装材 ４．配管類 ５．管材（バルブ類） 

６．コンクリート二次製品 ７．鋼材・鋼製品 ８．アスファルト合材 ９．セメント 

１０．木材類 １１．燃料 １２．爆薬 １３．その他の土木資材  

【施設資材】 

１．ポンプ設備 ２．水門設備 ３．除塵設備 ４．ダム管理設備 ５．鋼製付属設備 

６．水管橋設備 ７．電気通信設備 ８．その他の施設資材 
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第２－２条 資材区分及び調査対象資材数 

１．調査資材については、下表のとおり区分するものとする。 

 

   土 木 資 材 

資材区分 区   分   内   容 

土木－Ａ 

図面の不要な資材。簡単な聞取調査で速やかに調査結果が得られ、（財）建設物価調査会出

版図書「建設物価」、「Web建設物価」及び（財）経済調査会出版図書「積算資料」（以下

「調査会出版図書」という。）掲載品目に準ずる土木資材（原則として市中流通品）。 

土木－Ｂ 
図面の不要な資材。簡単な聞取調査だけでは速やかに調査結果が得られず、調査会出版図書

掲載品目に準ずる土木資材（原則として市中流通品）。 

土木－Ｃ 
図面資材。類似品の市場情報を応用するなど、簡単な聞取調査だけでは調査結果が得られ

ず、調査会出版図書掲載品目に準ずる土木資材（原則として市中流通品）。 

土木－Ｄ 
市場での取引が極めて少ない土木資材であり、最頻値の特定ができない、かつ実勢取引価格

の算出が困難であるため、発注者から指示のあるメーカー等から見積徴集のみを行う場合。 

土木－Ｅ 
市場での取引において、労務費や直接経費（機械経費等）を含む施工単位当たりの価格でな

ければ、適切な取引価格が得られない市場単価方式による場合。 

    施 設 資 材 

資材区分 区   分   内   容 

施設－Ａ 
図面の不要な資材。簡単な聞取調査で速やかに調査結果が得られ、調査会出版図書掲載品目

に準ずる施設資材（原則として市中流通品）。 

施設－Ｂ 
図面の不要な資材。簡単な聞取調査だけでは速やかに調査結果が得られず、調査会出版図書

掲載品目に準ずる施設資材（原則として市中流通品）。 

施設－Ｃ 
図面の必要な資材。類似品の市場情報を応用するなどし、簡単な聞取調査だけでは調査結果

が得られない施設資材。 

施設－Ｄ 調査会出版図書掲載品目に準じない、かつ極端に市中流通の少ない特殊な施設資材。 

施設－Ｅ 
市場での取引が極めて少ない施設資材であり、最頻値の特定ができない、かつ実勢取引価格

の算出が困難であるため、発注者から指示のあるメーカー等から見積徴集のみを行う場合。 

なお、上記についての解釈は以下のとおりとする。 

（１）同一品目であっても使用予定時期が異なれば別品目扱いとする。 

（２）図面付き資材（土木－Ｃ、施設－Ｃ）であっても、標準品として判断される場合は土木－Ａ、Ｂ

又は施設－Ａ、Ｂ区分資材扱いとする。 

（３）上記資材区分によりがたい場合は、別途監督職員と協議するものとする。 

 

２．調査対象資材数については下表のとおりである。 

 

 

 

資材区分 

1.土木資材 2.施設資材  

土木 

－A 

土木 

－B 

土木 

－C 

土木 

－D 

土木 

－E 

小計 施設 

－A 

施設 

－B 

施設 

－C 

施設 

－Ｄ 

施設 

－E 

小計 合計 

調査対象 

資材数 

 

2 

 

－ 

 

12 

 

－ 

 

5 

 

19 

 

9 

 

－ 

 

83 

 

－ 

 

－ 

 

92 

 

111 
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第２－３条 調査対象業者の選定 

調査対象業者は、調査の目的にあった取引が集中する流通段階（メーカー、問屋及び特約店など）におけ

る取扱業者を母集団とし、その中から対象資材の取扱量が多くかつ信頼度の高い代表的な業者を選定する。 

選定方法は、対象資材の販売高、又は主なメーカーとの取引高、販売エリア等のデータについて各種資料

を基に調べるほか、受注者の知識、経験による判断を加え、母集団をよく代表する上位業者の中から市場価

格を特定するのに必要十分数を選定する。 

 

第２－４条 調査方法 

調査方法は、通信調査（電話・ＦＡＸ・郵便・Ｅ－ｍａｉｌ等により資材取引の実態を調査して実勢取引

価格を把握する。）を基本とし、必要に応じ面接調査（調査対象資材について、生産者、商社及び需要者の

関係者と面接し、資材取引の実態を調査して実勢取引価格を把握する。）も併用し、調査するものとする。 

 

第２－５条 調査期間 

調査期間は、依頼日から６週間から８週間程度とする。 

ただし、調査期間内に対応出来ない場合は、別途監督職員と協議するものとする。 

 

第２－６条 調査価格の条件 

１．取引価格 

各資材の一般流通機構に基づく通常取引基準による大口価格で、消費税を含まない価格を原則とす

る。 

 

２．取引数量 

大口価格の取引数量は、対象となる流通段階における大口需要者との継続的な取引において、最も一

般的とみなされる取引数量を基準とする。 

 

３．荷渡し条件 

基本的な荷渡し条件は下表のとおりとする。 

資材の種類 基本的な荷渡し条件 

土木資材 現場渡し 

施設資材 
工場裸渡し(機械単体品は

荷造費含む) 

但し、これによりがたい場合は、通常行われている商習慣に従って、車上渡し及び問屋倉庫渡し等と

し、その旨記載するとともに、併せて参考質量も調査するものとする。 

４．決済条件 

決済条件は、現金決済を原則とする。 

なお、６０日以内の支払いは、現金決済と同様とする。 

５．注意事項 

本業務においては、農林水産省農村振興局制定「土木工事共通仕様書」「施設機械工事等共通仕様書」

及び国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」等の最新版に適合する資材価格の調

査を行うものとする。なお、資料の記載事項に相互に矛盾がある場合や解釈に疑義が生じた場合は、監督

職員と協議するものとする。 
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第２－７条 調査価格の決定 

調査価格の決定は、別途貸与する「九州農政局資材価格決定要領」により行うものとするが、これによ

りがたい場合は監督職員と協議するものとする。 

なお、取引実績が少なく、価格の決定が困難な物については類似資材の周辺価格、経済動向等を考慮

し、厳正に決定しなければならない。 

 

第２－８条 プロセスチェック 

プロセスチェックは、別途監督職員が指示する１０品目程度について、価格決定の根拠を提示するものとす

る。 

なお、価格決定の根拠となる資料は次によるものとする。 

１．基礎資料 

調査対象業者の選定、価格調査を行ったメーカー等の価格調査状況、価格調査の適正性・妥当性を示す資

料。 

２．受注者内部の審査状況 

内部の審査結果及び内部審査資料。 

３．その他 

その他監督職員が指示する資料。 

 

第２－９条 再委託 

業務契約書第７条第１項に規定する「主たる部分」とは、共通仕様書第１－２８条に示すほか、次の事項と

する。 

１．調査実施にあたっての計画策定 

２．調査対象業者の選定 

３．価格調査の条件（面接調査・通信調査） 

４．調査価格の決定 

５．価格決定資料の作成 

 

第２－10条 貸与資料等 

貸与資料は次のとおりとする。 

資料名 数量 備考 

九州農政局工事資材価格決定要領 一式  

本業務に必要と認められる発注者の資料については貸与するが、その取り扱いについては十分留意すること。 

なお、使用後は、速やかに返却するものとする。 

 

 

第３章 打合せ   

共通仕様書第１－10条による打合せについては、主として次の段階で行うものとする。 

また、打合せには管理技術者が出席するものとする。 

 

初 回 業務着手段階 

中 間 プロセスチェック 

最終回 報告書原稿作成段階 
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なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当者は、業務打合せ記録簿を作成し、上記の

打合せの都度内容について、監督職員と協議するものとする。 

ただし、調査基準価格を下回る価格で契約した場合においては、上記に定める打合せを含め、受注者の責

により管理技術者の立ち会いの上で打合せ等を行うこととし、設計変更の対象とはしない。 

その際、管理技術者は、共通仕様書第1-11条に定める業務計画書に基づく業務工程等の管理状況を報告し

なければならない。 

 

 

第４章 成果物  

第４－１条 成果物 

成果物は共通仕様書第１－１７条に基づき作成し、次のものを提出しなければならない。 

なお、第１－１７条第３項は適用しない。 

１．成果物の電子データ（CD－R等に格納、ウイルス対策実施） １部 

２．成果物の出力（電子媒体の出力、市販のファイル綴じで可） １部 

 

第４－２条 成果物の提出先 

成果物の提出先は、次のとおりとする。 

熊本県熊本市東区東町４丁目５－７ 

九州農政局土地改良技術事務所 

 

 

第５章 契約変更 

業務請負契約書第１７条から第２０条に規定する発注者と受注者による協議事項は、次のとおりとする。 

１． 第２－２条に示す「調査対象資材数」に変更が生じた場合。 

２．第３章に示す「打合せ」に変更が生じた場合。 

３．第４－１条に示す「成果物」に変更が生じた場合。 

４．履行期間に変更が生じた場合。 

５．その他。 

 

 

第６章 定めなき事項 

本仕様書に定めなき事項または業務の実施に当たり疑義を生じた場合は、必要に応じて監督職員と協議する

ものとする。 

 


